
②
物
資
納
入
等
入
札
参
加
資
格

　
審
査
申
請
書
付
票

③
誓
約
書

④
営
業
登
録
票
写
し

⑤
食
品
衛
生
監
視
票

⑥
納
税
証
明
書
写
し
（
法
人
税
、

　
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
、

　
事
業
税
、
法
人
市
町
村
民
税
）

⑦
食
中
毒
賠
償
保
険
、
食
中
毒

　
休
業
補
償
保
険
、
生
産
物
賠

　
償
責
任
保
険
の
い
ず
れ
か
の

　
保
険
証
の
写
し
（
未
加
入
で

　
も
メ
ー
カ
ー
関
連
と
し
た
提

　
携
業
務
を
行
っ
て
い
る
場
合

　
は
明
記
す
る
こ
と
）

※
①
②
③
に
つ
い
て
は
、
同
セ

ン
タ
ー
に
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

提
出
方
法
／
持
参
又
は
郵
送

提
出
先
（
問
合
せ
）
／
町
学
校

狂
入
札
参
加
資
格
審
査
　

　
　
　
　
  申
請
書
の
受
付

【
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】

　
平
成
　
・
　

年
度
に
お
け
る

２５

２６

学
校
給
食
用
物
資
納
入
等
の
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
次

の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
に
伴
う
説
明
会

を
２
月
８
日
画
　
時
　
分
よ
り

１４

３０

同
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

受
付
期
間
／
２
月
　
日
峨
～
　

１２

２２

　
日
画
（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

※
当
日
消
印
有
効

提
出
書
類

①
物
資
納
入
等
入
札
参
加
資
格

　
審
査
申
請
書

　
給
食
セ
ン
タ
ー

　
緯
４
２
‐
０
１
６
１

【
日
高
中
部
衛
生
施
設
組
合
】

　
平
成
　
年
度
に
購
入
す
る
物

25

品
（
製
鉄
用
コ
ー
ク
ス
の
み
）

の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま

す
。
　
詳
し
く
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

受
付
期
間
／
２
月
１
日
画
～
　１５

　
日
画
（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

　
※
　
日
画
　
時
　
分
必
着

１５

１７

３０

受
付
時
間
／
９
時
　
分
～
　
時

３０

１１

　
　
分
、　
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１３

００

１６

３０

提
出
書
類
／
競
争
入
札
参
加
資

　
格
申
請
書
等
各
１
部
（
納
税

　
証
明
書
等
、
審
査
基
準
日
直

　
前
の
決
算
書
を
添
付
）

※
構
成
町
内
業
者
に
つ
い
て

暫行政相談 

　と　き　７日牙　１３時００分～１６時００分
　ところ　静内庁舎１階町民相談室

暫社会保険事務相談（予約制） 

　と　き　２７日我　９時００分～１６時００分
　ところ　静内庁舎３階第１会議室

　予約先　察０１４４‐５６‐９００１

暫人権（子ども含）・困りごと相談

　と　き　１３日我、２７日我　１０時００分～１５時００分
　ところ　社会福祉会館（社会福祉協議会）

暫法律相談（予約制）

　と　き　４日俄、６日我、１３日我、１８日俄
　　　　　２０日我、２５日俄、２７日我
　　　　　１３時３０分～１６時３０分

　ところ　ひだか弁護士相談センター

　　　　　（御幸通りピュア斜め向い）

　予約先　察４２‐８３７３

　　　　　（平日１０時００分～１６時００分）

暫手話相談 

　と　き　６日我、１３日我　１０時３０分～１２時００分
　　　　　※手話講習　１３時００分～１５時００分

　ところ　静内庁舎１階町民相談室

暫人権・困りごと相談

　と　き　月・火・木・金曜日　１０時００分～１６時００分

　ところ　札幌法務局日高支局

暫消費生活相談（悪質商法被害など）

　と　き　月～金曜日　９時００分～１７時００分

　ところ　静内庁舎生活環境課

　　　　　三石庁舎町民福祉課

暫心配ごと・困りごと相談（さわやか相談）

　と　き　月～金曜日　１０時００分～１５時００分

　ところ　社会福祉会館（社会福祉協議会）

暫乳幼児子育て相談

　と　き　月～金曜日　９時００分～１５時００分

　ところ　児童養育相談センター

 定期相談（定期相談（２２月）月）

諮相談は無料です資

情報ボックス

８

刺刺
町
長
三
石
在
庁

町
長
三
石
在
庁
日日

とと

き

２

　
き
　
２
月月
　
日日
昭昭

１４１４

　
　
　
　

時

分
～

時

　
時
　
分
～
　
時
　
分分

１３１３

３０３０

１５１５

００００

と
こ
ろ

と
こ
ろ
　
役
場
三
石
庁

役
場
三
石
庁
舎舎

問問
合
せ
合
せ
　
役役
場
三
石
庁
舎
総

場
三
石
庁
舎
総
務務
企
画
企
画
課課

　
　
　
　
緯緯
３
３
‐
２
１

３
３
‐
２
１
１１
１１

ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアププププププププププププププププププププララララララララララララララララララララザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおももももももももももももももももももももちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃのののののののののののののののののののの病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病ピュアプラザおもちゃの病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
　おもちゃの病院は、壊れたおもちゃをただ捨てるので

はなく、子どもたちの前で修理することで「物を大切に

する心」や「科学する心」を育てようと開院しています。

と　き　２月８・２２日晶　１０時００分～１５時００分

ところ　ピュアプラザ

対　象　人形やロボット、ぬいぐるみなど
　　　　※原則無料ですが、交換部品などある場合は、実費負
　　　　　   担をお願いする場合があります。

問合せ　ピュアプラザ　察４５‐００９０

は
、
印
鑑
を
持
参
願
い
ま
す
。

提
出
方
法
／
持
参
又
は
郵
送

※
　
円
切
手
を
は
っ
た
返
信
用

８０
封
筒
を
同
封
願
い
ま
す
。

そ
の
他
／
提
出
書
類
等
の
詳
細

　
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
覧
下
さ
い
。

提
出
先（
問
合
せ
）
／
日
高
中
部

　
衛
生
施
設
組
合
事
務
局
（
静

　
内
庁
舎
生
活
環
境
課
内
）

　
緯
４
３
‐
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　（
内
線
１
２
９
）

狂
第
２
次
対
空
射
撃
訓
練

と
　
き
／
２
月
　
日
我
～
４
月

２０

　
　
日
俄
　
８
時
　
分
～
　
時

１５

００

１７

　
　
分
３０

と
こ
ろ
／
陸
上
自
衛
隊
静
内
対

　
空
射
撃
場

情報ボックス

９

　
町
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議

　
会
事
務
局
（
静
内
庁
舎
福
祉

　
課
）

　
緯
４
３
‐
２
１
１
１

　
　（
内
線
１
５
２
・
１
５
３
）

狂
 食
の
安
全
・
安
心
セ
ミ
ナ
ー

　「
食
べ
る
安
心
を
取
り
戻
そ

う
！
食
の
安
全
・
安
心
セ
ミ

ナ
ー
」
と
題
し
て
、「
食
べ
も
の
」

と
「
放
射
性
物
質
」
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
日

ご
ろ
感
じ
て
い
る
不
安
や
疑
問

に
お
答
え
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

と
　
き
／
２
月
　
日
我
　
　
時

１３

１３

　
　
分
～

００
と
こ
ろ
／
町
公
民
館

内
　
容
／
講
演
「
放
射
能
と
食

　
品
の
安
全
性
」（
講
師
　
一
般

　
社
団
法
人
北
海
道
消
費
者
協

　
会
非
常
勤
講
師
　
河
道
前
伸

　
子
氏
）

定
　
員
／
１
０
０
名

申
込
期
限
／
２
月
７
日
牙

申
込
み
／
静
内
庁
舎
生
活
環
境

　
課
へ
直
接
又
は
電
話
で
申
し

　
込
み
下
さ
い
。

申
込
み（
問
合
せ
）／
静
内
庁
舎

　
生
活
環
境
課

　
緯
４
３
‐
２
１
１
１

　
　（
内
線
１
２
７
・
１
３
７
）

狂
障
が
い
福
祉
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
n
新
ひ
だ
か

　
障
害
者
虐
待
防
止
法
が
平
成

　
年
　
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ

２４

１０

ま
し
た
が
、
法
律
の
内
容
・
趣

旨
が
わ
か
ら
な
い
と
多
く
の
方

か
ら
不
安
を
感
じ
る
声
が
出
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
法
律
を
知
る

た
め
の
機
会
と
し
て
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
　
き
／
２
月
　
日
画
　
　
時

２２

１８

　
　
分
～
（
１
回
目
）

００
　
２
月
　
日
臥
　
　
時
　
分
～

２３

１０

００

　（
２
回
目
）

と
こ
ろ
／
町
公
民
館

内
　
容
／
講
演
「
障
害
者
虐
待

　
防
止
法
の
理
念
と
そ
の
意

　
義
」（
講
師
　
五
百
蔵
洋
一
法

　
律
事
務
所
弁
護
士
　
関
哉
直

　
人
氏
）

　
意
見
交
換
（
質
疑
等
）

対
象
者
／
日
高
管
内
に
お
住
ま

　
い
の
方

参
加
料
／
無
料

申
込
期
限
／
２
月
　
日
俄

１８

申
込
み
／
新
ひ
だ
か
町
障
が
い

　
者
自
立
支
援
協
議
会
事
務
局

　
へ
直
接
又
は
電
話
で
申
し
込

　
み
下
さ
い
。

申
込
み（
問
合
せ
）／
新
ひ
だ
か

２月の納期

【問合せ】　
静内庁舎税務課　察４３‐２１１１(内線１６７)
三石庁舎税務課　察３３‐２１１１(内線１２７)

・保育所負担金(２月分)

・町営住宅使用料(２月分)

・学校給食費負担金(２月分)

 酸納期間内に納入をお願いします。

狂
道
産
豚
肉
料
理
講
習
会

　
北
海
道
栄
養
士
会
日
高
支
部

で
は
、
北
海
道
産
の
豚
肉
を

使
っ
た
料
理
講
習
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。

と
　
き
／
２
月
　
日
峨
　
　
時

１９

１３

　
　
分
～
（
受
付
）

１５
と
こ
ろ
／
女
性
セ
ン
タ
ー
・
み

　
ら
い
調
理
室

内
　
容
／
道
産
豚
肉
を
使
っ
た

　
メ
ニ
ュ
ー
を
３
品
調
理

対
象
者
／
日
高
管
内
に
お
住
ま

　
い
の
栄
養
士
と
施
設
の
調
理

　
員
、
一
般
町
民
の
方

定
　
員
／
　
名
（
定
員
に
な
り

２５

　
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

参
加
料
／
５
０
０
円
（
一
般
）

申
込
期
限
／
２
月
　
日
峨

１２

申
込
み
／
栄
養
士
会
事
務
局
へ

　
直
接
又
は
電
話
で
申
し
込
み

　
下
さ
い
。

申
込
み（
問
合
せ
）／
北
海
道
栄

　
養
士
会
日
高
支
部
事
務
局

　（
静
内
保
育
所
）

　
緯
４
２
‐
１
４
６
７

狂
農
地
の
賃
貸
料
情
報

　
今
ま
で
、
農
地
の
賃
貸
料
の

目
安
と
し
て
い
た
標
準
小
作
料

制
度
が
、
農
地
法
改
正
に
よ
り

廃
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
前
年

実
績
の
賃
貸
料
を
新
た
な
目
安

　
２
４
，
８
０
１
円
、
最
低
額

　
１
，
３
４
２
円
、
平
均
７
，

　
１
７
４
円

　
畑
（
普
通
畑
）
／
実
績
な
し

※
土
地
の
状
況
等
に
よ
っ
て
増

減
さ
れ
ま
す
の
で
、
賃
貸
料
を

決
め
る
場
合
は
、
十
分
に
検
討

し
、
地
域
の
農
業
委
員
に
も
相

談
し
て
下
さ
い
。

問
合
せ
／
農
業
委
員
会
事
務
局

　
三
石
庁
舎

　
緯
３
３
‐
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　（
内
線
１
５
３
）

　
静
内
庁
舎

　
緯
４
３
‐
２
１
１
１

　
　（
内
線
３
５
１
・
３
５
２
）

に
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
賃
貸
料
実
績
（
１
，

２４

０
０
０
㎡

当
り
）

【
三
石
地
区
】

　
田
／
最
高
額
１
１
，
９
７
２

　
円
　
最
低
額
１
０
，
７
７
５

　
円
　
平
均
１
１
，
３
７
４
円

　
畑
（
採
草
畑
等
）
／
最
高
額

　
９
，
８
３
３
円
、
最
低
額
１
，

　
９
３
０
円
、
平
均
４
，
４
７

　
９
円

　
畑
（
普
通
畑
）
／
実
績
な
し

【
静
内
地
区
】

　
田
／
最
高
額
１
０
，
０
１
２

　
円
、
最
低
額
１
０
，
０
１
２

　
円
、
平
均
１
０
，
０
１
２
円

　
畑
（
採
草
畑
等
）
／
最
高
額
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１０

狂
申
告
書
の
作
成
は
簡
単
・

　
便
利
な
「
確
定
申
告
書
等

　
　
　
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
は
、
画
面
の
案
内
に

し
た
が
い
金
額
等
を
入
力
す
る

と
、
税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ

れ
、
所
得
税
、
消
費
税
の
申
告

書
や
青
色
申
告
決
算
書
な
ど
が

税
務
署
に
出
か
け
る
こ
と
な

く
、
自
宅
で
簡
単
に
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
作
成
し
た
確
定
申
告
書
は
、

印
刷
し
て
郵
送
等
に
よ
り
提
出

で
き
る
ほ
か
、
そ
の
ま
ま
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）
で
送
信

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
合
せ
／
浦
河
税
務
署

　
緯
０
１
４
６
‐
２
２
‐
４
１
３
１

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp://w

w
w
.n
ta.g
o.jp

狂
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

　
平
成
　
年
分
の
確
定
申
告
書

２３

を
ご
自
宅
で
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
て
提
出

さ
れ
た
方
、
又
は
税
務
署
な
ど

の
申
告
会
場
で
パ
ソ
コ
ン
を
利

狂
公
的
年
金
等
を

　
  受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の

合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下

で
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所

得
以
外
の
所
得
金
額
が
　
万
円

２０

以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得

税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。

※
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
所

　
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め

　
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要

　
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
住

　
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
等
の
支
払

　
金
額
に
よ
る
社
会
保
険
料
控

　
除
の
追
加
や
扶
養
親
族
の
追

　
加
等
、
申
告
し
な
け
れ
ば
受

　
け
ら
れ
な
い
控
除
が
あ
り
ま

　
す
の
で
、
注
意
し
て
下
さ
い
。

※
住
民
税
に
関
す
る
こ
と
は
、

　
静
内
庁
舎
税
務
課
ま
で
お
問

　
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
合
せ
／
静
内
庁
舎
税
務
課

　
緯
４
３
‐
２
１
１
１

　（
１
６
５
・
１
６
６
・
１
７
４
）

利
用
の
メ
リ
ッ
ト

①
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
簡
単
に
申
告
で
き
ま
す
。

②
最
高
３
千
円
の
税
額
控
除
を

　
受
け
ら
れ
ま
す
（
平
成
　
年
１９

　
分
か
ら
平
成
　
年
分
の
確
定

２３

　
申
告
で
、
す
で
に
こ
の
控
除

　
を
受
け
た
方
は
、
受
け
ら
れ

　
ま
せ
ん
）。

③
添
付
書
類
の
提
出
又
は
提
示

　
を
省
略
で
き
ま
す
。

④
還
付
金
を
早
く
受
け
取
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す
（
３
週
間
程

　
度
に
短
縮
）。

⑤
　
時
間
い
つ
で
も
利
用
可
能

２４
　
で
す
。

※
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
に
は
、

　
電
子
証
明
書
の
取
得
（
手
数

　
料
が
必
要
で
す
）、
Ｉ
Ｃ
カ
ー

　
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
購
入
な

　
ど
の
事
前
準
備
が
必
要
で

　
す
。

問
合
せ
／
浦
河
税
務
署

　
緯
０
１
４
６
‐
２
２
‐
４
１
３
１

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp://w

w
w
.n
ta.g
o.jp

用
し
て
提
出
さ
れ
た
方
の
う

ち
、
利
用
識
別
番
号
や
予
定
納

税
額
等
を
お
知
ら
せ
す
る
必
要

が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
１
月

下
旬
に
「
確
定
申
告
の
お
知
ら

せ
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
を
ご
覧
下
さ
い
。

　
税
務
署
な
ど
の
申
告
会
場
に

お
越
し
の
際
に
は
「
前
年
の
申

告
書
控
え
」
や
確
定
申
告
に
必

要
な
書
類
及
び
印
か
ん
を
ご
持

参
下
さ
い
。

　
税
務
署
の
閉
庁
日
（
土
・
日
・

祝
日
等
）
は
、
税
務
署
で
の
確

定
申
告
の
受
付
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

問
合
せ
／
浦
河
税
務
署

　
緯
０
１
４
６
‐
２
２
‐
４
１
３
１

狂
お
う
ち
で
作
成
ネ
ッ
ト

　
    で
申
告
　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ

ば
、
税
務
署
に
出
か
け
る
こ
と

な
く
所
得
税
や
消
費
税
の
確
定

申
告
を
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら

行
う
こ
と
が
で
き
る
便
利
な
シ

ス
テ
ム
で
す
。

　
詳
し
く
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

情報ボックス

１１

確確定定申申告告ががががががががががががががががががががが始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始ままままままままままままままままままままりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままままままま始まりますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
　今年も「所得税及び町民税・道民税」の確定申告相談を行います。確

定申告は、昨年１年間（１月から１２月末まで）の所得を算出し、税額を

計算するものです。申告が遅れますと提供される行政サービスも遅れて

しまうことがありますので、申告に必要な書類は早めに準備し、正しい

申告をしましょう。

　詳しい日程については、次ページから掲載の「確定申告相談日程」をご

覧下さい。

　なお、「所得税の還付申告」は１月３１日昭まで（土・日を除く）静

内庁舎税務課、三石庁舎税務課で行っています。詳しくは先月号（１

月号・１３ページ）をご覧下さい。

●ご注意下さい

　国民健康保険や後期高齢者医療制度に加入している方は、保険税(料)の算定などのために、所得がない人（遺族年

金や障害年金の受給を含みます）でも申告が必要です。

　申告がない場合、軽減などの措置や課税証明書等の交付が受けられないことがあります。

 静内庁舎税務課　察４３‐２１１１（内線１６５・１６６・１７４）
 浦河税務署　　　察０１４６‐２２‐４１３１

問合せ

◎印かん

◎源泉徴収票（給与所得者・年金受給者）

◎申告に必要な帳簿書類（１年間の収支がわかるもの）

◎各種控除を受ける方

　暫社会保険料控除、生命・地震・長期損害保険料控除、

　　医療費控除(支払額が分かる証明書又は領収書）

　暫住宅借入金等特別控除

　　（借入金年末残高等証明書、家屋登記簿謄本、請負・

　　売買契約書、本人の住民票など）

　暫配偶者特別控除

　　(配偶者の源泉徴収票など）

◎還付の場合、本人の口座番号がわかるもの

申申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告告にににににににににににににに必必必必必必必必必必必必必必要要要要要要要要要要要要要要ななななななななななななななももももももももももももももののののののののののののののははははははははははははははここここここここここここここちちちちちちちちちちちちちちららららららららららららららでででででででででででででで申告に必要なものはこちらですすすすすすすすすすすすすすす駒

 

　申告会場はたいへん込み合いますので、

税務署から申告案内が届いている方は、指

定日時にお越しになるようお願いします。

　営業や不動産等の事業を行っている方、

土地等の譲渡や株式売買による所得がある

方は直接浦河税務署で申告をするか、浦河

税務署担当職員が来ている２月１８日俄から

３月１日画までの期間にピュアプラザへお

越し下さい。

　また、消費税及び地方消費税（個人事業

者）の確定申告の相談及び申告書の受け付

けは４月１日俄までです。

　なお、会場では、申告書を自分で作成し

提出できるように、相談担当者が記載方法

等のアドバイスをしますので、使い慣れた

「計算器具」や「筆記具」をご持参下さい。

税務署からのお知らせ
出かける前出かける前にに
必ず確認を必ず確認を！！

3月1５日
　　　まで



情報ボックス

１２

▲

確定申告相談日程（静内地区） ▲

●移動確定申告相談　受付時間：１０時００分～１５時００分　※印の会場は１２時００分まで

備　考会　　場対 象 地 区曜日月　日

東 別 生 活 セ ン タ ー静内東別・三石西端
火２月５日

午前中で終午前中で終了了春 立 生 活 館静内春立（※）

田 原 生 活 館静内田原
水　　６日

御 園 生 活 館静内御園

豊 畑 生 活 館静内豊畑
木　　７日

午前中で終午前中で終了了農 屋 生 活 館静内農屋（※）

東 静 内 会 館東静内・静内浦和
金　　８日

川 合 生 活 館静内川合・静内西川

●公的年金収入者申告相談　受付時間：１０時００分～１５時００分　対象者：年金収入のみの申告者

備　考会　　場対 象 地 区曜日月　日

ピ ュ ア プ ラ ザ静内全域
金２月１日

月　　４日

●夜間確定申告相談　受付時間：１７時００分～１９時００分　対象者：給与又は年金収入のみの申告者

備　考会　　場対 象 地 区曜日月　日

ピ ュ ア プ ラ ザ静内全域
金２月１日

月　　４日

※ピュアプラザの会場は、多目的室１・２・３です。

●確定申告相談　受付時間：１０時００分～１５時００分　※３月１５日は１２時００分まで

備　考会　　場対 象 地 区曜日月　日

営業、不動産営業、不動産、、
農業、軽種馬農業、軽種馬、、
株式、相続株式、相続、、
贈贈与与等の等の所所得得
ががああるる方方はは

「「税務署税務署」」
がが主に担当主に担当しし
ますので、ますので、対対
象地区に関象地区に関係係
なく、このなく、この期期
間に必ず申間に必ず申告告
して下さいして下さい。。

ピ ュ ア プ ラ ザ

静内・三石両地区対象
月２月１８日

火　　１９日

静内神森・静内目名水　　２０日

静内高砂町・静内山手町木　　２１日

静内中野町金　　２２日

静内柏台月　　２５日

静内旭町火　　２６日

静内末広町・静内木場町水　　２７日

静内古川町・静内駒場・静内吉野町・静内入

船町・静内真歌・静内花園・静内清水丘・静

内本町・静内海岸町

木　　２８日

静内青柳町金３月１日

静内緑町月　　４日

静内こうせい町・静内ときわ町火　　５日

静内御幸町水　　６日

予備日（静内・三石両地区対象）

※対象の日に来られない方

木　　７日

～金　～８日

月　　１１日

午前中で終午前中で終了了～金　～１５日

情報ボックス

１３

▲

確定申告相談日程（三石地区） ▲

●夜間確定申告相談　受付時間：１７時００分～１９時００分　対象者：給与又は年金収入のみの申告者

備　考会　　場対 象 地 区曜日月　日

三 石 庁 舎三石全域
金２月１日

月　　４日

●公的年金収入者申告相談　受付時間：１０時００分～１５時００分　対象者：年金収入のみの申告者

備　考会　　場対 象 地 区曜日月　日

三 石 庁 舎三石全域月２月４日

●移動確定申告相談　受付時間：１０時００分～１５時００分

備　考会　　場対 象 地 区曜日月　日

歌笛総合住民センター
三石美野和・三石歌笛火２月１２日

三石川上・三石稲見・三石清瀬水　　１３日

延出基幹集落センター三石豊岡・三石富沢・三石痴栄・三石福畑木　　１４日

本桐基幹集落センター三石鳧舞・三石本桐金　　１５日

●ご注意下さい

　２月１日晶～３月１５日晶の申告期間中は、各申告会場に職員が出向いており、必要

書類なども持ち出されていますので、税務課窓口での申告相談はできません。

※三石庁舎の会場は、２階第１会議室です。

●確定申告相談　受付時間：１０時００分～１５時００分

備　考会　　場対 象 地 区曜日月　日

この期間にこの期間に申申
告できなか告できなかっっ
た場合は、ピた場合は、ピュュ
アプラザ会アプラザ会場場
か浦河税務か浦河税務署署
で申告をしで申告をしてて
下さい下さい。。

三 石 庁 舎

三石港町・三石本町・三石旭町・三石越海町・

三石東痴忠・三石西痴忠

月２月１８日

～水　～２０日

三石全域

木　　２１日

～金　～２２日

月　　２５日

～木～３月１日
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情報ボックス

本
的
な
制
度
と
運
営
の
原
則
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
ま
ち
づ

く
り
の
最
も
尊
重
す
べ
き
規
範

と
し
て
、
新
ひ
だ
か
町
ま
ち
づ

く
り
自
治
基
本
条
例
を
制
定
し

ま
す
。

第
１
章
　
総
則

（
目
的
）

第
１
条
　
こ
の
条
例
は
、
新
ひ

だ
か
町
民
憲
章
の
精
神
の
も

と
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
基

本
的
な
事
項
を
定
め
る
と
と
も

に
、
町
民
の
権
利
や
責
務
並
び

に
議
会
及
び
行
政
の
責
務
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
自
ら
の
役
割
を
果
た

し
な
が
ら
、
町
民
を
主
役
と
し

た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

（
定
義
）

第
２
条
　
こ
の
条
例
に
お
い
て

使
用
す
る
用
語
の
意
義
は
、
次

の
と
お
り
と
し
ま
す
。

敢
　
町
民
　
町
内
に
住
民
票
を

有
す
る
人
を
い
い
ま
す
。

柑
　
町
民
等
　
町
民
及
び
町
内

に
住
ん
で
い
る
人
、
町
内
で
働

く
人
、
町
内
で
学
ぶ
人
、
町
内

で
事
業
活
動
を
営
む
人
そ
の
他

新
ひ
だ
か
町
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
る
全
て
の
人
を
い
い
ま

　

前
文

　
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
ま
ち

に
住
み
、
こ
の
ま
ち
で
働
き
、

こ
の
ま
ち
で
学
ぶ
全
て
の
人
々

が
、
自
ら
を
ま
ち
づ
く
り
の
主

役
と
し
て
考
え
、
行
動
し
、
心

豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

ま
ち
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
新
ひ
だ

か
町
は
、
太
平
洋
を
望
み
壮
大

な
日
高
山
脈
に
抱
か
れ
、
そ
の

豊
か
で
美
し
い
自
然
と
町
民
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
培
わ

れ
た
英
知
に
よ
っ
て
今
日
ま
で

着
実
な
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し

た
。
　
わ
た
し
た
ち
に
は
、
先
人
が

築
き
上
げ
た
こ
の
ま
ち
の
歴
史

や
伝
統
、
文
化
、
産
業
を
継
承

し
、
さ
ら
に
輝
き
の
あ
る
「
ふ

る
里
　
新
ひ
だ
か
」
を
次
の
世

代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
義
務

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
自
治
の
主

役
で
あ
る
町
民
、
議
会
、
行
政

が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
と
役
割
を

自
覚
し
、
互
い
を
尊
重
し
、
協

力
し
合
い
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
こ
に
新

ひ
だ
か
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

　「
新
ひ
だ
か
町
ま
ち
づ
く
り

自
治
基
本
条
例
」
を
１
月
７
日

か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

　
条
例
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、

自
治
基
本
条
例
策
定
会
議
の
皆

さ
ん
が
約
１
年
８
か
月
を
か
け

て
ま
と
め
た
提
言
書
を
ベ
ー
ス

と
し
て
町
が
条
例
案
を
作
成

し
、
昨
年
３
月
の
町
議
会
定
例

会
に
提
出
し
ま
し
た
が
、
議
会

特
別
委
員
会
に
お
い
て
付
託
審

議
を
す
る
こ
と
と
な
り
、
最
終

的
に
は
昨
年
　
月
の
町
議
会
定

１２

例
会
に
お
い
て
、
一
部
文
言
を

修
正
す
る
形
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
　
こ
の
条
例
は
「
町
民
」「
議
会
」

「
行
政
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
な
が
ら
、
共
に
力
を
合

わ
せ
て
進
め
て
い
く
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け

て
、
そ
の
基
本
と
な
る
ル
ー
ル

を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
今
後

は
、
町
広
報
紙
な
ど
を
通
じ
て

町
民
の
皆
さ
ん
に
詳
し
い
内
容

を
お
伝
え
し
な
が
ら
、「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け

て
具
体
的
な
取
組
み
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
条
例
全
文
は
次
の
と
お
り
で

す
（
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

新ひだか町まちづくり
自治基本条例を施行しました

新ひだか町まちづく新ひだか町まちづくりり
自治基本条自治基本条例例を施行しまを施行しまししたた

新ひだか町まちづくり自治基本条例
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１５

等
を
積
極
的
に
町
民
に
知
ら
せ

る
と
と
も
に
、
町
民
か
ら
の
意

見
、
要
望
等
の
把
握
に
努
め
ま

す
。

３
　
議
会
は
、
地
域
課
題
の
解

決
等
の
た
め
、
積
極
的
な
調
査

研
究
活
動
を
行
い
、
政
策
形
成

機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
議
員
の
責
務
）

第
　
条
　
議
員
は
、
自
ら
が
町

１３
民
の
代
表
で
あ
る
こ
と
の
自
覚

を
持
ち
、
公
平
、
公
正
か
つ
誠

実
に
職
務
を
遂
行
し
ま
す
。

２
　
議
員
は
、
自
ら
の
考
え
を

町
民
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
町
民
か
ら
の
意
見
、
要
望

等
の
把
握
に
努
め
ま
す
。

３
　
議
員
は
、
自
己
研
鑽
に
努

め
、
広
い
視
野
と
長
期
的
な
展

望
を
も
っ
て
職
務
を
遂
行
し
ま

す
。

第
７
章
　
行
政

（
町
長
の
責
務
）

第
　
条
　
町
長
は
、
町
の
代
表

１４
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
公
平
、

公
正
か
つ
誠
実
に
職
務
を
遂
行

し
ま
す
。

２
　
町
長
は
、
町
の
将
来
に
つ

い
て
明
確
な
展
望
や
方
針
を
持

ち
、
こ
れ
を
町
民
に
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
最
大
限
に
発
揮

に
関
し
て
必
要
な
情
報
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

法
律
や
他
の
条
例
な
ど
に
よ
り

公
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
情
報
に
つ
い

て
は
、
除
き
ま
す
。

（
町
民
の
責
務
）

第
　
条
　
町
民
は
、
自
ら
が
町

１１
の
主
役
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
、

積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

し
、
又
は
参
画
す
る
よ
う
努
め

ま
す
。

２
　
町
民
は
、
互
い
を
尊
重
し
、

協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

３
　
町
民
は
、
公
共
の
利
益
を

念
頭
に
置
き
、
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
自
ら
の
発
言
と
行
動
に

責
任
を
持
ち
ま
す
。

　
第
６
章
　
議
会

（
議
会
の
責
務
）

第
　
条
　
議
会
は
、
町
の
意
思

１２
決
定
機
関
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
、
公
平
、
公
正
か
つ
誠
実
に

審
議
を
行
う
と
と
も
に
、
行
政

運
営
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ

う
、
こ
れ
を
監
視
し
、
又
は
評

価
し
ま
す
。

２
　
議
会
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

主
役
が
町
民
で
あ
る
こ
と
を
念

頭
に
置
き
、
議
会
活
動
の
状
況

認
識
の
も
と
に
ま
ち
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
る
よ
う
、
情
報
共
有

に
努
め
ま
す
。

（
情
報
提
供
）

第
７
条
　
議
会
及
び
行
政
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を

積
極
的
か
つ
解
り
や
す
く
町
民

に
提
供
し
ま
す
。

（
情
報
公
開
）

第
８
条
　
議
会
及
び
行
政
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
透
明
性

を
確
保
す
る
た
め
、
町
民
等
か

ら
の
求
め
に
応
じ
、
そ
の
保
有

す
る
公
文
書
の
公
開
に
努
め
ま

す
。

（
個
人
情
報
保
護
）

第
９
条
　
議
会
及
び
行
政
は
、

情
報
提
供
及
び
情
報
公
開
に
あ

た
っ
て
は
、
個
人
の
権
利
利
益

が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
個
人
に
関
す
る
情
報
を
適

正
に
管
理
し
ま
す
。

第
５
章
　
町
民
等

（
町
民
等
の
権
利
）

第
　
条
　
町
民
等
は
、
ま
ち
づ

１０
く
り
に
参
加
し
、
又
は
参
画
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
　
町
民
等
は
、
地
域
に
お
い

て
自
主
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
や
公
益
活
動
等
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

３
　
町
民
等
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
原
則
に
基
づ
い
て
進
め

ま
す
。

敢
　
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
、

町
民
で
あ
る
こ
と
。

柑
　
町
民
等
、
議
会
及
び
行
政

の
協
働
に
よ
り
進
め
る
こ
と
。

桓
　
町
民
等
、
議
会
及
び
行
政

は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
尊

重
す
る
こ
と
。

棺
　
創
造
性
に
溢
れ
た
特
徴
の

あ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ

と
。

款
　
日
高
地
方
に
お
け
る
中
核

的
な
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に

努
め
、
圏
域
全
体
の
振
興
発
展

を
め
ざ
す
こ
と
。

第
３
章
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

第
５
条
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

地
域
社
会
の
担
い
手
と
し
て
主

体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す

る
よ
う
努
め
ま
す
。

２
　
町
民
等
、
議
会
及
び
行
政

は
、
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

互
い
に
支
え
、
そ
の
活
動
を
尊

重
し
ま
す
。

第
４
章
　
情
報
の
共
有

（
情
報
共
有
）

第
６
条
　
町
民
、
議
会
及
び
行

政
は
、
互
い
に
必
要
な
意
見
交

換
や
情
報
提
供
を
行
い
、
共
通

す
。

桓
　
行
政
　
町
長
、
教
育
委
員

会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
公
平

委
員
会
、
監
査
委
員
、
農
業
委

員
会
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
及
び
水
道
企
業
管
理
者
を

い
い
ま
す
。

棺
　
協
働
　
自
ら
の
役
割
と
責

務
を
認
識
し
な
が
ら
、
互
い
の

立
場
を
尊
重
し
、
協
力
し
て
取

り
組
む
こ
と
を
い
い
ま
す
。

款
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
　
自
治

会
、
学
校
区
、
サ
ー
ク
ル
活
動

そ
の
他
の
地
域
社
会
に
お
け
る

様
々
な
単
位
の
中
で
活
動
す
る

人
の
集
ま
り
を
い
い
ま
す
。

歓
　
参
画
  参
加
す
る
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
ま
ち
づ
く
り
の

施
策
に
関
す
る
計
画
、
実
施
、

評
価
等
の
意
思
形
成
過
程
か
ら

主
体
的
に
関
わ
り
、
行
動
す
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

（
最
高
規
範
性
）

第
３
条
　
こ
の
条
例
は
、
町
が

定
め
る
最
も
尊
重
す
べ
き
規
範

で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
全
て

に
お
い
て
趣
旨
を
生
か
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
２
章

　
　
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
原
則

（
基
本
原
則
）

第
４
条
　
ま
ち
づ
く
り
は
、
次
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１６

に
伝
え
ま
す
。

２
　
行
政
は
、
町
民
か
ら
の
意

見
聴
取
や
意
見
交
換
の
機
会
を

積
極
的
に
設
け
、
町
民
か
ら
の

意
見
、
要
望
等
の
把
握
に
努
め

ま
す
。

第
８
章
　
安
全
、
安
心

（
安
全
及
び
安
心
の
対
策
）

第
　
条
　
町
民
及
び
行
政
は
、

２７
町
民
等
が
安
全
で
、
安
心
し
て

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
日
頃
か
ら
地
域
に
お
け
る

支
援
力
（
緊
急
時
等
に
お
い
て
、

町
民
同
士
が
互
い
に
助
け
合
う

こ
と
が
で
き
る
環
境
や
知
恵
を

い
う
。）
及
び
受
援
力
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
支
援
を
受
け
入
れ

る
環
境
や
知
恵
を
い
う
。）
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

２
　
町
民
等
は
、
自
ら
の
生
命

や
財
産
を
守
る
た
め
、
災
害
等

の
発
生
に
備
え
る
と
と
も
に
、

日
頃
か
ら
防
災
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、
地
域
に
お
け
る
協
力

体
制
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

３
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
行
政

と
協
力
連
携
し
、
地
域
の
安
全

と
安
心
を
守
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
に
お
い
て
必
要
な
役

割
を
果
た
す
よ
う
努
め
ま
す
。

４
　
行
政
は
、
災
害
等
の
発
生

に
備
え
、
危
機
管
理
体
制
を
構

ち
づ
く
り
に
参
加
し
、
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
に
努

め
ま
す
。

３
　
職
員
は
、
行
政
の
専
門
職

と
し
て
、
職
務
の
遂
行
に
必
要

な
知
識
の
習
得
及
び
自
己
研
鑽

に
努
め
ま
す
。

（
町
民
投
票
）

第
　
条
　
町
長
は
、
ま
ち
づ
く

１７
り
に
極
め
て
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
事
項
に
つ
い
て
、
直
接
、

町
民
の
意
思
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
と
判
断
し
た
と
き
は
、

条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

町
民
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

２
　
議
会
及
び
行
政
は
、
町
民

投
票
の
結
果
を
尊
重
し
ま
す
。

（
行
政
運
営
の
基
本
方
針
）

第
　
条
　
行
政
は
、
町
民
及
び

１８
議
会
と
の
十
分
な
情
報
共
有
と

合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
公

正
か
つ
円
滑
に
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

２
　
行
政
は
、
計
画
、
実
施
、

評
価
等
の
し
く
み
を
相
互
に
連

携
さ
せ
な
が
ら
、
効
率
的
か
つ

効
果
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
と
と
も
に
、
常
に
改
善
の
意

識
を
持
ち
、
必
要
な
行
財
政
改

革
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
総
合
計
画
等
）

第
　
条
　
行
政
は
、
総
合
計
画

１９

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
計
画
に

基
づ
き
、
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
各
種
施
策
を
進
め
る
と
と
も

に
、
当
該
計
画
の
作
成
に
あ

た
っ
て
は
、
町
民
か
ら
の
意
見

等
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
意
見

聴
取
等
に
努
め
ま
す
。

（
財
政
運
営
）

第
　
条
　
行
政
は
、
中
期
的
又

２０
は
長
期
的
な
財
政
見
通
し
の
も

と
、
総
合
計
画
等
及
び
行
政
評

価
を
踏
ま
え
た
予
算
編
成
を
行

う
と
と
も
に
、
財
政
計
画
等
を

策
定
し
、
計
画
的
で
健
全
な
財

政
運
営
に
努
め
ま
す
。

（
行
政
評
価
）

第
　
条
　
行
政
は
、
各
種
施
策

２１
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会

情
勢
や
町
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
、

費
用
対
効
果
等
の
視
点
を
も
っ

て
、
事
前
又
は
事
後
の
行
政
評

価
を
行
い
、
そ
の
目
的
、
成
果

等
を
点
検
し
な
が
ら
、
効
率
的

か
つ
効
果
的
に
進
め
ま
す
。

（
町
民
の
参
画
）

第
　
条
　
行
政
は
、
ま
ち
づ
く

２２
り
の
重
要
施
策
に
係
る
計
画
、

実
施
及
び
評
価
に
あ
た
っ
て

は
、
町
民
が
自
発
的
に
こ
れ
ら

に
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
必
要
な
仕
組
み
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

２
　
行
政
は
、
町
民
が
ま
ち
づ

く
り
に
参
画
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

（
説
明
責
任
）

第
　
条
　
行
政
は
、
各
種
施
策

２３
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の

内
容
、
効
果
、
必
要
性
、
妥
当

性
等
を
整
理
し
、
町
民
及
び
議

会
に
対
し
、
説
明
責
任
を
果
た

し
ま
す
。

（
行
政
手
続
）

第
　
条
　
行
政
は
、
町
民
の
権

２４
利
及
び
利
益
の
保
護
を
図
る
た

め
、
処
分
、
行
政
指
導
、
届
出

等
の
行
政
手
続
に
関
す
る
統
一

的
な
基
準
を
定
め
、
公
正
の
確

保
と
透
明
性
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

（
組
織
及
び
人
事
）

第
　
条
　
行
政
は
、
社
会
情
勢

２５
の
変
化
や
様
々
な
地
域
課
題
に

柔
軟
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
効
果
的
な

組
織
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

２
　
行
政
は
、
職
員
研
修
や
人

事
異
動
等
を
計
画
的
に
行
い
、

職
員
に
様
々
な
経
験
等
を
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
職
務
に
必
要

な
能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

（
広
報
及
び
広
聴
）

第
　
条
　
行
政
は
、
町
広
報
や

２６
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を

積
極
的
か
つ
解
り
や
す
く
町
民

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

３
　
町
長
は
、
町
民
か
ら
の
意

見
、
要
望
等
の
把
握
に
努
め
る

と
と
も
に
、
こ
れ
を
適
正
に
判

断
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

４
　
町
長
は
、
職
員
を
指
揮
監

督
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に

進
め
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ

た
っ
て
安
定
的
に
行
政
運
営
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
職
員
の
能
力

向
上
に
努
め
ま
す
。

（
就
任
時
の
宣
誓
）

第
　
条
　
町
長
は
、
就
任
に
あ

１５
た
り
、
こ
の
条
例
を
遵
守
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
宣
誓

は
、
原
則
と
し
て
就
任
後
最
初

の
議
会
に
お
い
て
行
う
こ
と
と

し
、
宣
誓
の
方
法
そ
の
他
の
具

体
的
事
項
に
つ
い
て
は
、
町
長

が
別
に
定
め
ま
す
。

（
職
員
の
責
務
）

第
　
条
　
職
員
は
、
公
平
、
公

１６
正
か
つ
誠
実
に
職
務
を
遂
行
す

る
と
と
も
に
、
町
民
の
目
線
で

物
事
を
考
え
、
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま

す
。

２
　
職
員
は
、
自
ら
も
地
域
社

会
の
一
員
と
し
て
積
極
的
に
ま

２１
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の
知
恵
や
考
え
を
学
び
、
こ
れ

を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い

き
ま
す
。

第
　
章
１０
　
　
条
例
の
評
価
及
び
見
直
し

（
条
例
の
評
価
及
び
見
直
し
）

第
　
条
　
町
長
は
、
こ
の
条
例

３０
に
定
め
ら
れ
た
事
柄
が
、
社
会

情
勢
や
町
民
ニ
ー
ズ
に
適
合
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
定
期
的
に

評
価
し
、
見
直
し
を
行
う
た
め
、

自
治
基
本
条
例
評
価
委
員
会
を

設
置
し
ま
す
。

２
　
町
長
は
、
こ
の
条
例
の
評

価
に
町
民
か
ら
の
意
見
、
要
望

等
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
必
要

な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

附
　
則

　
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
し
ま
す
。

問
合
せ
／
静
内
庁
舎
企
画
課

　
緯
４
３
‐
２
１
１
１

　
　
（
内
線
２
２
２
・
２
２
６
）

築
す
る
と
と
も
に
、
町
民
等
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
自
主
的

な
活
動
を
支
援
し
、
あ
ら
ゆ
る

危
険
か
ら
生
命
と
財
産
を
守
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
万
全
の

対
策
を
講
じ
ま
す
。

第
９
章
　
連
携
、
協
力
等

（
連
携
及
び
協
力
）

第
　
条
　
行
政
は
、
適
切
な
役

２８
割
分
担
の
も
と
、
国
や
北
海
道

と
対
等
な
立
場
で
相
互
の
連
携

及
び
協
力
を
推
進
し
ま
す
。

２
　
行
政
は
、
広
域
的
な
課
題

解
決
や
地
域
の
相
互
発
展
の
た

め
、
近
隣
自
治
体
と
積
極
的
に

連
携
又
は
協
力
し
な
が
ら
、
効

果
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、
圏
域
に
お
け
る
調

和
及
び
協
調
に
努
め
ま
す
。

３
　
行
政
は
、
他
の
自
治
体
が

災
害
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
危

機
的
な
状
態
に
陥
っ
た
場
合
に

は
、
可
能
な
限
り
の
支
援
及
び

協
力
を
行
い
ま
す
。

（
交
流
）

第
　
条
　
町
民
、
議
会
及
び
行

２９
政
は
、
姉
妹
都
市
を
は
じ
め
、

国
内
外
に
住
む
様
々
な
人
々
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
経

済
、
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け

る
活
動
や
交
流
を
通
じ
て
、
そ

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生消費生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活

情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

新ひだか町・新ひだか消費者協会

魚介類を扱う業者から電話があり、いきなり世間話のよ

うに「今の時期何が食べたいか」と聞かれた。思わず

「カニかねえ」と答えたところ、買うとは一言も言って

いないのに、「今、カニを送ったよ。もう返せないよ」

と言われた。驚いて「なぜ送るのか」と反論したが「今

食べたいと言ったじゃないか」と怒鳴られた。

代金引換の宅配便で送ってくるらしい。業者名や電話番

号を聞いたが「教える必要は

ない。品物が届けばわかる」

と教えてもらえず、らちが明

かないと思って電話を切った

ところ、またすぐ電話があり、

「一方的に切ったな。カニは送

る」と言われた。実際送られ

てきたらどうしたらよいか

（７０歳代　女性）。

カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニのののののののののののののののののののの送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつカニの送りつけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法にににににににににににににににににににに注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意商法に注意！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

暫突然カニ等の魚介類の勧誘等の電話があり「買うと言っていな

　いのに商品が送られてきた」「断ったのに商品を送ると言われ

　た」などという送りつけ商法の相談が後をたちません。

暫勧誘されても必要がなければきっぱりと断ることが大切です。

暫承諾していないのに一方的に商品が送りつけられて来ても、支

　払いの義務はなく、受け取る必要もありません。業者の連絡先

　等が分からないことが多いため、商品を受け取り支払ってしま

　うと、代金を取り戻すことが難しくなります。安易に受け取ら

　ないようにしましょう。

暫トラブルがあったら、町までご相談下さい。

　いまだ約２,２００万件の持ち主が確認できていない記録が
残っています。
　あらためて、ご自身の年金記録に「もれ」や「誤り」が
あるのではとご心配のある方は、ご確認いただき、お近く
の年金事務所等にご相談下さい。

約９人に１人、年金記録が見つかっています
・若い頃に勤めていた記録が見つかった
・結婚前の旧姓の記録が見つかった
・名前の読み方が誤って登録されていた記録が見つかった
こんな方はぜひご確認を！
・転職が多い　・姓（名字）が変わったことがある
・いろいろな名前の読み方がある

年金記録の確認は「ねんきんネット」が簡単・便利！
　ご家族の助けを受けて年金記録を発見した方もいらっしゃいます。
覚いつでも最新の年金記録を確認できます！
　「ねんきんネット」では時間を気にせず、２４時間いつでも最新
　の年金記録を確認できます。
覚記録の「もれ」や「誤り」の発見が容易になります！
　年金に加入されていない期間、標準報酬月額の大きな変動など、
　確認いただきたい記録が、わかりやすく表示されています。
覚平成２５年１月末から、氏名や生年月日等を入力して、持
　ち主不明の記録の中に、ご自身の記録があるか調べるこ
　とができます。

【問合せ】　日本年金機構　　　察０５７０‐０５‐１１６５
　　　　　苫小牧年金事務所　察０１４４‐５６‐９００２

あなたの気になる年金記録
もう一度、ご確認を！

ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル

察０５７０‐０５８‐５５５
平日９時００分～２０時００分　第２土曜日９時００分～１７時００分
※ＩＰ電話などでつながらない場合（察０３‐６７００‐１１４４）
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【問合せ】　苫小牧年金事務所　察０１４４‐５６‐９００２

年金相談は完全予約制です！
　年金相談（社会保険事務相談）は全て予約制となっていますので、事前に電話での申
し込みが必要です。

【申し込みの際には【申し込みの際には】】

　陰相談内容・希望の手続き内容を担当者に伝えて下さい。

　　例）「年金を請求したい」「年金受給見込み額を知りたい」「年金受給者の死亡手続きをしたい」等

　隠相談したい方の「年金手帳」「基礎年金番号通知書」「年金証書」等の番号を聞きますので、事前に用意して下

　　さい。また、年金受給者の死亡関係については、遺族の有無、続柄等や遺族の方の番号も聞きますので、年金

　　手帳及び年金証書等を用意して下さい。

　　※相談時間帯も希望があれば、申し出て下さい。

【予約申込受付期間【予約申込受付期間】】

　相談月の第１営業日から予約の申し込みができます。

　※期間中でも、予約受付件数に達した場合は、申込受付を締め切る場合があります。

【予約確認の通知【予約確認の通知】】

　予約された方には、相談日の前日までに予約済みの「お知らせ文書」が郵送されますので、当日相談会場に持参

し、相談対応職員に提出して下さい。

【申込み方法【申込み方法】】

　電話で苫小牧年金事務所に直接お申し込み下さい。先着順で受け付けいたします。

　※予約の受付状況によっては、申し込みを受け付けられない場合があります。

予約申込み専用番号　察０１４４‐５６‐９００１

諮平成２５年２月～３月の年金相談日と予約申込期間資 相談会場…静内庁舎３階第１会議室

※毎月第２土曜日は９時３０分から１６時００分まで営業しています。

相談日

　２月２７日昌

予約申込期間

　２月１日～１５日

２月 

２１

９８７６５４３

１６１５１４１３１２１１１０

２３２２２１２０１９１８１７

２８血２６２５２４

月 火 水 木 金 土日

相談日

　３月２７日昌

予約申込期間

　３月１日～１５日

３月 

２１

９８７６５４３

１６１５１４１３１２１１１０

２３２２２１２０１９１８１７

３０２９２８血２６２５２４

３１

月 火 水 木 金 土日

２１
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狂
特
別
教
育
事
業

　
日
高
中
部
通
年
雇
用
促
進
協

議
会
で
は
、
季
節
労
働
者
の
方

を
対
象
に
特
別
教
育
事
業
を
行

い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

暫
伐
木
（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
）　
　

　
　
　
作
業
者
安
全
衛
生
教
育

と
　
き
／
２
月
　
日
牙
～
　
日

２１

２２

　
画
（
２
日
間
）

と
こ
ろ
／
町
公
民
館
（
学
科
）、

　
賀
集
産
業
㈱
敷
地
内
（
実
技
）

講
習
指
導
機
関
／
林
業
・
木
材

　
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会

　
浦
河
分
会

狂
高
年
齢
者

　
　
  雇
用
安
定
法
の
改
正

　
高
年
齢
者
が
年
金
受
給
開
始

年
齢
ま
で
は
、
意
欲
と
能
力
に

応
じ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境

の
整
備
を
目
的
と
し
て
「
高
年

齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関

す
る
法
律
（
高
年
齢
者
雇
用
安

定
法
）」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

２５

さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

又
は
北
海
道
労
働
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

①
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
を

　
限
定
で
き
る
仕
組
み
の
廃
止

②
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
を

　
雇
用
す
る
企
業
の
範
囲
の
拡

　
大

③
義
務
違
反
の
企
業
に
対
す
る

　
公
表
規
定
の
導
入

④
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の

　
実
施
及
び
運
用
に
関
す
る
指

　
針
の
策
定

問
合
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
う
ら
か
わ

　
緯
０
１
４
６
‐
２
２
‐
３
０
３
６

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
し
ず
な
い

　
緯
４
２
‐
１
７
３
４

定
　
員
／
　
名
（
定
員
に
な
り

１０

　
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

申
込
期
限
／
２
月
　
日
我

２０

受
講
料
／
無
料

対
　
象
／
町
内
及
び
新
冠
町
に

　
お
住
ま
い
の
満
　
歳
以
上
の

１８

　
季
節
労
働
者
の
方

※
開
催
日
に
お
い
て
、
雇
用
保

険
の
「
短
期
雇
用
特
例
被
保
険

者
」
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る

方
、
又
は
離
職
者
で
あ
っ
て
直

前
の
雇
用
保
険
が
「
短
期
雇
用

特
例
被
保
険
者
」
で
あ
っ
た
方

（
事
業
年
度
開
始
日
の
１
年
以

上
前
に
離
職
し
た
方
を
除
く
）

申
込
方
法
／
窓
口
で
直
接
又
は

　
電
話
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

提
出
書
類
等

①
「
雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格

　
者
証
」
又
は
「
雇
用
保
険
資

　
格
取
得
等
確
認
通
知
書
（
被

　
保
険
者
通
知
用
）・
雇
用
保
険

　
被
保
険
者
証
」

②
顔
写
真
（
最
近
３
か
月
以
内

　
に
撮
影
し
た
写
真
、
縦
３
㎝

　
×
横
２
．
５
㎝
）
１
枚

申
込
み（
問
合
せ
）／
日
高
中
部

　
通
年
雇
用
促
進
協
議
会
（
静

　
内
庁
舎
商
工
労
働
観
光
課
内
）

　
緯
４
３
‐
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　（
内
線
２
９
２
）

狂
落
氷
雪
事
故
防
止

　
冬
に
な
る
と
、
沿
道
建
物
等

か
ら
の
落
氷
雪
に
よ
る
死
傷
事

故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
落
氷
雪
事
故
は
、
気
温
が
マ

イ
ナ
ス
３
℃
か
ら
プ
ラ
ス
３
℃

の
と
き
に
発
生
し
や
す
い
た

め
、
早
め
に
除
雪
す
る
と
と
も

に
、
除
雪
の
際
に
は
歩
行
者
等

に
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
交
通
事
故
及
び
交
通

障
害
防
止
の
た
め
、
屋
根
か
ら

の
落
氷
雪
や
敷
地
内
の
積
雪
を

道
路
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。

　
　
　
　
‐
北
海
道
開
発
局
‐

Ｔｒｙ献血！ 小さな勇気だしてみよう！

次回は３月１４日の予定です。

献血してくださった
方には、健康管理に役
立つ各種検査を実施
しています。
ご安心のうえ、ぜひ献
血にご協力ください。

 町立病院の相互診療日程

暫受付時間：１３時３０分～１６時００分
暫毎月第１と第３木曜日の予定ですが、都合により変更
　する場合がありますので、受診される場合はご確認願
　います。

病　院　名担　当　医月　日

三石国保病院循環器内科・小松院長
２月７日昭

町立静内病院小 児 科・三浦院長

三石国保病院循環器内科・小松院長
２月２１日昭

町立静内病院小 児 科・三浦院長

 町立静内病院　　　察４２‐０１８１
 町立三石国保病院　察３３‐２２３１【問合せ】
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収
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。
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。
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。
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０
８
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／
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す
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／
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④
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又
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／
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８
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／
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書
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各
書
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１
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付
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の
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転
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／
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８
日
画
（
必
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／
面
接
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／
別
途
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知
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日
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（
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）／
静
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課
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４
３
‐
２
１
１
１

　（
内
線
２
６
２
・
２
６
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・
２
６
８
）

狂
町
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ー
ト
タ
イ
ム
職
員

暫
移
送
サ
ー
ビ
ス
車
運
転
業
務

採
用
人
員
／
２
名

▲

ふるさと応援寄付として　　平石勝之(福岡県)、増川　拓(室蘭市)、手島秋夫(東京都)、匿名希望の方(１名)▲

一般資金として　　岩崎　孝(静内高砂町)▲

特別養護老人ホーム静寿園備品購入資金として　　静内中学校生徒会(静内山手町)▲

特別養護老人ホーム静寿園へ　　■布類等／外山勝昭(静内古川町)、池田頼枝(静内豊畑)、行徳妙子(静内本町)▲

特別養護老人ホーム痴忠荘へ　　■ウエス等／小林忠子(三石本桐)　■じゃがいも等／川端武男(三石歌笛) 

　　　　　　　　　　　　　　　　■タペストリー／三石中学校生徒会(三石旭町) ▲

青少年健全育成運動推進協議会へ　　■交通安全手旗／静内遊技業組合(組合長　金田信洋)

次の方々から温かいご厚志が寄せられました

  (敬称略、順不同)
　善意に感謝いたします
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廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたただだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし廃校舎を活用していただける事業者を募集しまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
 　統廃合により閉校となった小学校の校舎等を売却し、民間活力の導入により地域の活性化につながる事
業に活用していただきたいと考えています。

　当該校舎等を活用した事業提案を募集しますので、活用を希望される事業者からの応募をお待ちしてい

ます。

※応募資格、必要書類、参考価格などの詳細については、静内庁舎企画課窓口で「提案募集要項」を配

　布していますので、お気軽にお問い合わせ下さい。なお、町公式ホームページでもご覧いただけます。

提案募集期限　　　３月８日画まで
応募先　　　　　　新ひだか町役場静内庁舎２階　総務企画部企画課

対象とする廃校舎　次の４つの校舎について、事業提案を募集します。

利活用にあたっての主な条件

　暫所有権移転から３年以内に、提案した事業を開始すること

　暫所有権移転から１０年間は、提案した事業の用に活用すること

　暫災害時における避難場所の提供など、町の防災対策に協力すること

　暫地域との交流・連携などに配慮すること　など

●旧鳧舞小学校（三石鳧舞１２０番地）
敷　地　１４,７８３㎡（グラウンド含む）

校　舎　平成４年築

　　　　鉄筋コンクリート造

　　　　２階建　９７２㎡

体育館　平成５年築

　　　　鉄筋コンクリート造

　　　　平屋建　５７６㎡

その他　学校物置２棟あり

●旧川合小学校（静内川合１０８番地）
敷　地　１７,３３４㎡（グラウンド含む）

校　舎　昭和３０年築

　　　　木造平屋建　７３９㎡

体育館　平成３年築

　　　　鉄筋コンクリート造

　　　　平屋建　７８４㎡

●旧川上小学校（三石川上１３３番地）
敷　地　１２,７９２㎡（グラウンド含む）

校　舎　平成９年築

　　　　鉄筋コンクリート造

　　　　２階建　８５３㎡

体育館　平成９年築

　　　　鉄筋コンクリート造

　　　　平屋建　５７６㎡

その他　学校物置１棟あり

●旧本桐小学校（三石本桐７５２番地の１）
敷　地　３０,５７０㎡（グラウンド含む）

校　舎　平成３年築

　　　　鉄筋コンクリート造

　　　　２階建　１,６９２㎡

体育館　平成４年築

　　　　鉄筋コンクリート造

　　　　平屋建　５７６㎡

その他　教職員住宅５棟、学

　　　　校物置２棟あり

 静内庁舎企画課　察４３‐２１１１（内線２２２・２２６）問合せ

旧歌笛小学校跡地での事業計画について
　上記４校と同じく利活用の提案を募集していました「旧歌笛小学校跡地」は、福岡県の事業者（ＰＦＩ
日本公共投資事業団）からサービス付き高齢者向け住宅事業の提案があり、現在、具体的な協議を進めて
います。
　「サービス付き高齢者向け住宅」とは、建物内に専門スタッフを配置し、毎日の食事提供や郵便物などの
受け取り、日常生活上の各種相談などの生活サポート体制を整えた住宅であり、事業計画では、１ＬＤＫ
が１６室、２ＬＤＫが４室を備えた建物をグラウンド敷地に建設する内容です。
　事業者は、２月中に町内の数か所（歌笛地区、三石市街地、静内市街地）で、地域住民に対する説明会
の開催を計画しており、事業者から詳細事項の周知があると思われます。
　また、今回の売却はグラウンドと住宅の部分となる見込みであることから、具体的な協議が整ったあと
に、校舎と体育館の部分について、利活用の募集を行う予定です。
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煙
入
居
者
が
暴
力
団
関
係
者

　
　
で
は
な
い
方

募
集
住
宅
／
三
石
旭
町
Ａ
団
地

　（
三
石
旭
町
　
番
地
の
　
）

４９

２５

募
集
戸
数
／
１
戸
（
予
定
）

間
取
り
／
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
　
．
２

５１

　
㎡

月
額
家
賃
／
３
５
，
０
０
０
円

　
～
５
５
，
０
０
０
円

選
考
方
法
／
入
居
希
望
者
が
多

　
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り

　
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

入
居
日
／
３
月
初
旬
（
予
定
）

申
込
期
間
／
２
月
　
日
画
～
　

１５

２２

　
日
画

必
要
書
類
／
前
年
の
収
入
が
確

　
認
で
き
る
も
の
。
町
税
の
完

　
納
証
明
書

そ
の
他
／
前
月
の
申
し
込
み
状

　
況
で
募
集
戸
数
が
変
動
す
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

　
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

申
込
み
（
問
合
せ
）
／
三
石
庁
舎

　
建
設
課

　
緯
３
３
‐
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　（
内
線
２
０
９
）

狂
静
内
温
泉
指
定
管
理
者

　
静
内
温
泉
の
指
定
管
理
者
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
提
出
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

募
集
施
設
／
新
ひ
だ
か
町
町
民

　
保
養
施
設
「
静
内
温
泉
」（
静

　
内
浦
和
１
０
６
番
地
）

指
定
管
理
期
間
／
平
成
　
年
　

２５

１０

　
月
１
日
か
ら
平
成
　
年
３
月

２９

　
　
日
（
３
年
６
か
月
間
）

３１
応
募
条
件
／
町
内
に
住
所
を
有

　
す
る
法
人
、
そ
の
他
団
体

募
集
期
限
／
２
月
　
日
牙

２８

問
合
せ（
応
募
先
）
／
静
内
庁
舎

　
福
祉
課

　
緯
４
３
‐
２
１
１
１

　
　（
内
線
１
１
２
・
１
１
３
）

狂
乗
馬
教
室

暫
子
ど
も
乗
馬
初
心
者
教
室

と
　
き
／
２
月
の
水
曜
日
・
木

　
曜
日
（
３
回
で
１
開
催
）

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１６

００

１７

１５

※
曜
日
、
時
間
等
相
談
に
応
じ

ま
す
。

対
象
者
／
町
内
に
お
住
ま
い
の

　
幼
稚
園
・
保
育
園
年
長
ク
ラ

　
ス
の
未
就
学
児
か
ら
小
・
中

狂
芸
術
鑑
賞
バ
ス
ツ
ア
ー

と
　
き
／
３
月
　
日
蚊
　
８
時

１７

　
　
分
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
出
発
）

００
と
こ
ろ
／
北
海
道
四
季
劇
場

　（
札
幌
市
）

対
　
象
／
町
内
に
お
住
ま
い
の

　
方

定
　
員
／
　
名
（
定
員
に
な
り

４０

　
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

鑑
賞
内
容
／
劇
団
四
季
ミ
ュ
ー

　
ジ
カ
ル
『
美
女
と
野
獣
』

参
加
料
／
５
，
０
５
０
円
（
鑑

　
賞
料
及
び
保
険
料
）

申
込
み
／
２
月
　
日
蚊
９
時
　

１０

００

　
分
か
ら
町
公
民
館
へ
電
話
で

　
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
申
込
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
参
加
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
は
、
申
込
者
が

代
わ
り
の
参
加
者
を
探
し
て
下

さ
い
。

そ
の
他
／
昼
食
・
夕
食
、
バ
ス

　
内
で
の
飲
食
物
等
は
各
自
で

　
ご
用
意
願
い
ま
す
。

申
込
み（
問
合
せ
）
／
町
公
民
館

　
緯
４
２
‐
０
０
７
５

　
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒

参
加
料
／
１
，
４
１
０
円
（
３

　
回
分
）

定
　
員
／
各
２
名
（
先
着
順
）

暫
町
民
乗
馬
初
心
者
教
室

と
　
き
／
毎
週
火
曜
日
・
金
曜

　
日
コ
ー
ス
　
　
時
　
分
～
　

１８

００

１９

　
時
　
分
（
３
回
で
１
開
催
）

３０

※
騎
乗
時
間
は
、　

時
　
分
か

１８

１５

ら
　
分
間

３０
対
象
者
／
町
内
に
お
住
ま
い
又

　
は
お
勤
め
の
　
歳
以
上
の
乗

１６

　
馬
初
心
者

参
加
料
／
２
，
８
２
０
円
（
３

　
回
分
）

定
　
員
／
各
２
～
５
名
（
先
着

　
順
）

暫
町
民
乗
馬
経
験
者
教
室

と
　
き
／
毎
週
水
曜
日
・
木
曜

　
日
コ
ー
ス
　
　
時
　
分
～
　

１８

１５

１９

　
時
　
分
３０

※
騎
乗
時
間
は
、　

時
　
分
か

１８

３０

ら
　
分
間

３０
対
象
者
／
町
内
に
お
住
ま
い
又

　
は
お
勤
め
の
　
歳
以
上
の
乗

１６

　
馬
経
験
者

参
加
料
／
６
３
０
円
（
１
回
分
）

定
　
員
／
各
４
名
（
先
着
順
）

と
こ
ろ
／
各
教
室
と
も
ラ
イ

　
デ
ィ
ン
グ
ヒ
ル
ズ
静
内

申
込
み（
問
合
せ
）／
ラ
イ
デ
ィ

　
ン
グ
ヒ
ル
ズ
静
内

　
緯
４
２
‐
１
１
３
１

ままままままままままままままままままままま
ななななななななななななななななななななな
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびのののののののののののののののののののの

広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広

　
  の
広
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場

２１

まなびの広場

２３

　
な
ど

参
加
料
／
無
料

申
込
期
限
／
１
月
　
日
峨
　
　

２９

１７

　
時
　
分
００

そ
の
他
／
そ
り
を
お
持
ち
の
方

　
は
、
持
参
願
い
ま
す
。

　
　
事
務
局
で
温
か
い
飲
み
物

　
や
昼
食
（
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
・

　
焼
き
そ
ば
）
を
用
意
し
ま
す

　
（
お
に
ぎ
り
等
は
、
ご
持
参
下

　
さ
い
）。

申
込
み（
問
合
せ
）
／
新
ひ
だ
か

　
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

　
会
事
務
局
（
町
公
民
館
内
）

　
緯
４
２
‐
０
０
７
５

狂
第
６
回
雪
ん
こ
ま
つ
り

　
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康

づ
く
り
と
健
全
育
成
を
目
的

に
、
次
の
と
お
り
「
雪
ん
こ
ま

つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き
／
２
月
９
日
臥
　
８
時

　
　
分
（
集
合
）

４５
と
こ
ろ
／
道
道
平
取
静
内
線

　「
聖
心
台
牧
場
入
口
」
向
か
い

　
側
の
採
草
地

※
雪
不
足
の
場
合
は
、
桜
丘
小

　
学
校
体
育
館
で
運
動
会

対
象
者
／
町
内
に
お
住
ま
い
の

　
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
児

　
童
・
生
徒
と
そ
の
保
護
者

内
　
容
／
そ
り
遊
び
や
み
か
ん

　
拾
い
、
人
間
ば
ん
ば
、
宝
さ

　
が
し
、
フ
ラ
ッ
グ
キ
ャ
ッ
チ

狂
町
民
ス
キ
ー
教
室

と
　
き
／
２
月
３
日
蚊

※
６
時
　
分
静
内
体
育
館
集
合

４５

と
こ
ろ
／
日
高
国
際
ス
キ
ー
場

対
象
者
／
町
内
に
お
住
ま
い
の

　
小
学
生
以
上
の
方（
小
学
生
は

　
保
護
者
が
一
緒
に
参
加
す
る

　
場
合
に
限
り
参
加
可
能
で
す
）

定
　
員
／
　
名
（
先
着
順
）

３５

※
参
加
者
が
　
人
に
満
た
な
い

１０

場
合
は
中
止
し
ま
す
。

内
　
容
／
初
心
者
か
ら
上
級
者

　
ま
で
の
レ
ベ
ル
に
分
け
た
グ

　
ル
ー
プ
指
導

参
加
料
／
無
料

申
込
方
法
／
町
静
内
体
育
館
で

　
直
接
又
は
電
話
に
よ
り
受
付

　
し
て
い
ま
す
。

申
込
期
限
／
１
月
　
日
牙
ま
で

３１

そ
の
他
／
当
日
は
各
自
ス
キ
ー

　
を
持
参
し
（
ス
キ
ー
場
に
有

　
料
レ
ン
タ
ル
あ
り
）、
ス
キ
ー

　
実
技
に
適
し
た
服
装
で
参
加

　
し
て
下
さ
い
。

　
　
な
お
、
リ
フ
ト
代
、
昼
食

　
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
み（
問
合
せ
）
／
町
静
内
体

　
育
館

　
緯
４
２
‐
０
０
４
８

さ
い
。

申
込
み
（
問
合
せ
）

　
西
端
・
三
石
市
街
地
・
歌
笛
・

　
川
上
・
静
内
地
区
担
当
　
高
橋

　
緯
３
５
‐
３
２
５
６

　
延
出
地
区
担
当
　
谷
越

　
緯
３
２
‐
３
６
１
１

　
鳧
舞
地
区
担
当
　
神

　
緯
３
４
‐
２
０
５
８

　
歌
笛
・
本
桐
地
区
担
当
　
本
多

　
緯
３
５
‐
３
３
３
５

狂
三
石
地
区
カ
ル
タ
大
会

と
　
き
／
３
月
　
日
蚊
　
８
時

２４

　
　
分
～
（
受
付
）　

３０
と
こ
ろ
／
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象
／
町
内
に
お
住
ま
い
の

　
小
学
生
以
上
の
方

内
　
容
／
百
人
一
首
・
下
の
句

　
か
る
た
（
小
学
生
の
部
、
一

　
般
の
部
）

※
１
チ
ー
ム
３
名
で
す
。

申
込
み
／
３
月
　
日
画
ま
で

１５

※
個
人
で
の
申
し
込
み
も
で
き

ま
す
が
、
そ
の
場
合
の
チ
ー
ム

編
成
は
主
催
者
に
一
任
願
い
ま

す
。

参
加
料
／
１
人
１
，
５
０
０
円

　（
小
学
生
は
無
料
、
当
日
集
め

　
ま
す
）

※
昼
食
は
各
自
で
用
意
し
て
下

第７回ソフトバレーフェス第７回ソフトバレーフェスタタ

酸酸とと　きき　　　２月１７日掌　開会式　９時００分

酸酸とこところろ　　　三石中学校体育館ほか

酸酸対対　象象　　　町内にお住まいの小学生以上の方

酸酸チーム編成チーム編成　試合は１チーム４名で行います

酸酸種種　目目　　　小学生の部（男女フリー）
　　　　　　　混成の部（中学生以上でコート内
　　　　　　　に女性２名以上がプレー）

酸酸参加参加料料　　　無料

酸酸申込方申込方法法　　２月７日昭１７時００分までに町静内
　　　　　　　体育館に選手名簿を提出して下さ
　　　　　　　い。

酸酸そのその他他
　暫組み合わせ抽選は、主催者に
　　おいて厳正に行います。
　暫スポーツ傷害保険は大会当
　　日のみ主催者で加入します
　　が、練習時の対応として、ス
　　ポーツ安全保険への加入を
　　お勧めします。

申込み(問合せ）　町静内体育館　察４２‐００４８


